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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年11月6日(2008.11.6)

【公表番号】特表2008-514325(P2008-514325A)
【公表日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2008-018
【出願番号】特願2007-534003(P2007-534003)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｎ   5/10    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月18日(2008.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒子線（６）のための固定した放出窓（４）と、放出窓（４）の前方で患者（２２）の
照射に適する照射位置に持って来ることのできる患者台（18A、18B）を含む患者支持装置
（１６）と、照射すべき腫瘍の位置を決定するための診断装置（８）とを備え、診断装置
（８）は共通の支持アーム（10A、10B）に取り付けられている放射線源（１２）及び対向
する放射線検出器（１４）を有し、支持アーム（10A、10B）は、粒子線（６）によって規
定される縦軸のまわりの角運動（２６）及び縦軸に垂直な軸のまわりの周回軌道運動（２
８）を行うことができるように支承され操作可能であり、放射線源（１２）及び放射線検
出器（１４）は、照射位置にある患者台（18A、18B）のまわりの空間において移動可能で
あることを特徴とする医用イオン放射線治療装置。
【請求項２】
　患者の各任意の照射位置における二次元投影撮影に基づいて、又は患者の各任意の照射
位置における三次元断層撮影に基づいて腫瘍位置が決定可能であるように、診断装置（８
）が形成されていることを特徴とする請求項１記載のイオン放射線治療装置。
【請求項３】
　横たわる照射位置のための台（18A）の形及び座った照射位置のための椅子（18B）の形
の患者台を使用する際、放射線源（１２）及び放射線検出器（１４）が患者台（18A、18B
）のまわりの空間内で自由に移動可能であるように、診断装置（８）が形成されているこ
とを特徴とする請求項１又は２記載のイオン放射線治療装置。
【請求項４】
　支持アーム（10A、10B）がＣ形又はＵ形に形成されていることを特徴とする請求項１～
３のいずれか１つに記載のイオン放射線治療装置。
【請求項５】
　支持アーム（10A、10B）の回転運動が、角運動（２６）に対しても周回軌道運動（２８
）に対しても少なくとも180°行われ得ることを特徴とする請求項１～４のいずれか１つ
に記載のイオン放射線治療装置。
【請求項６】
　支持アーム（10A）が粒子線を発生させるための装置に回転可能に支承されていること
を特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載のイオン放射線治療装置。
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【請求項７】
　粒子線を案内するため放出窓（４）によって閉じられた管（２）を備え、支持アーム（
10A）が角回転運動（２６）を行うため管（２）にこの管を中心に回転可能に支承されて
いることを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに記載のイオン放射線治療装置。
【請求項８】
　支持アーム（10B）が多軸ロボットアーム（10B）によって保持されていることを特徴と
する請求項１～７のいずれか１つに記載のイオン放射線治療装置。
【請求項９】
　患者台（２２）が制御されて予め限定された照射位置へ移動可能であることを特徴とす
る請求項１～８のいずれか１つに記載のイオン放射線治療装置。
【請求項１０】
　放出窓（４）が空間に位置固定して配置され、イオン粒子線（６）を発生させるための
装置の一部であることを特徴とする請求項１～９のいずれか１つに記載のイオン放射線治
療装置。
【請求項１１】
　複数の固定した放出窓（４）が用いられることを特徴とする請求項１～１０のいずれか
１つに記載のイオン放射線治療装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(3) JP 2008-514325 A5 2008.11.6

【図１】
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